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本誌でもこれまで連載をはじめとして、
たびたび取りあげてきたSDGs。教育現
場でも紹介されるなど、認知度は徐々に
高まってきてはいるが、実際、企業には
どのくらい浸透しているのだろうか。
日本経済団体連合会（経団連）の『企
業行動憲章に関するアンケート結果』
（2018年7月）によると、回答企業の
8割が、SDGsに基づく「持続可能な社
会の実現」を経営理念などに反映してい
る。経営戦略、中長期経営計画に落と
し込んでいる企業は6割前後ある。
また、SDGsの17の目標のうち、「重

日本企業とSDGs
課題は「貧困」「飢餓」対策へのアプローチ

点的な取り組み」について聞いたところ、
「目標9：産業と技術革新の基盤をつ
くろう」「目標13：気候変動に具体的な
対策を」「目標8：働きがいも経済成長も」
が上位3つだった。「取り組んでいる目
標」を加えても、この傾向は同じで、事
業との関連が高い、技術や経済、環境
に関する目標への取り組みには積極的
な姿勢がうかがえる。
一方、国連が最も重視している「目標

1：貧困をなくそう」「目標2：飢餓をゼ
ロに」への取り組みは、2つともほぼ同
じ割合で最も少ない。日本の場合、「ま

ず、できるところから着手しよう」という
企業が多いのかもしれないが、今後は、
喫緊となる世界の課題にも取り組む姿
勢が求められよう。「これらの目標に企
業が取り組むには、より具体的な課題
提示や協働のプラットフォームづくりな
どが必要になると考えられる」と経団連
も指摘している。
SDGsが、日本企業、日本社会にしっ

かり根を張ってさらに広がっていくこと
を期待したい。

出所：�一般社団法人日本経済団体連合会『企業行動
憲章に関するアンケート結果』（2018年7月）
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目標1：貧困をなくそう

目標2：飢餓をゼロに

目標3：すべての人に健康と福祉を

目標4：質の高い教育をみんなに

目標5：ジェンダー平等を実現しよう

目標6：安全な水とトイレを世界中に

目標7：エネルギーをみんなに、そして
クリーンに

目標8：働きがいも経済成長も

目標9：産業と技術革新の基盤をつくろう

目標10：人や国の不平等をなくそう

目標11：住み続けられるまちづくりを

目標12：つくる責任つかう責任

目標13：気候変動に具体的な対策を

目標14：海の豊かさを守ろう

目標15：陸の豊かさを守ろう

目標16：平和と公正をすべての人に

目標17：パートナーシップで
目標を達成しよう


